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﹁
晋
作
の
足
跡
を
追
っ
て
上
海
へ
﹂

本
年
三
月
下
旬
、
上
海
に
飛
ん
だ
。

﹁
東
京
龍
馬
会
﹂
世
話
人
を
務
め
る
高
知

出
身
の
先
輩
の
誘
い
で
、﹁
上
海
龍
馬
会
﹂と

の
交
流
会
に
飛
び
入
り
参
加
す
る
機
会
を

得
た
の
で
あ
る
。両
人
の
没
後
百
五
十
年
記

念
の
こ
の
年
、晋
作
ゆ
か
り
の
上
海
各
所
を

訪
ね
歩
く
は
大
い
に
興
味
が
あ
っ
た
。

翌
朝
、
上
海
龍
馬
会
メ
ン
バ
ー
の
案
内

で
、
先
ず
は
超
高
層
ビ
ル
の
林
立
す
る
浦

東
新
市
街
の
見
学
を
済
ま
せ
て
、
フ
ェ
リ

ー
で
黄
浦
江
を
渡
り
、
旧
フ
ラ
ン
ス
租
界

の
新
永
安
路
近
辺
を
散
策
し
た
︵
晋
作
が

滞
在
し
た
ホ
テ
ル
﹁
宏
和
洋
行
﹂
は
、
当
地

で
旧
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
の
そ
ば
に
あ
っ
た

と
い
う
が
現
存
し
な
い
︶。次
い
で
、﹁
洋
経

浜
︵
英
仏
租
界
を
隔
て
た
河
岸
︶
跡
﹂
を
経

て
、
外
灘
︵
バ
ン
ド
︶
沿
い
に
北
上
～
﹁
江

南
海
関
︵
税
関
︶
跡
﹂
～
﹁
旧
イ
ギ
リ
ス
領

事
館
跡
﹂
～
外
白
渡
橋
～
旧
日
本
領
事
館

を
徒
歩
で
巡
っ
た
。
洋
経
浜
は
埋
め
立
て

ら
れ
て
今
は
大
通
り
の
延
安
東
路
に
、
中

国
人
か
ら
通
行
料
一
銭
を
徴
収
し
た
と
い

う
木
製
跳
ね
橋
の
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
・
ブ
リ
ッ

ジ
は
、後
に
鉄
製
の
ガ
ー
デ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ

に
姿
を
変
え
、現
在
は
外
白
渡
橋
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
、
こ
の
橋

の
手
前
、蘇
州
河
が
黄
浦
江
に
合
流
す
る
角

地
の
一
等
地
に
あ
っ
た
。

夕
刻
に
上
海
市
南
部
、
現
在
は
中
華

路
・
人
民
路
に
囲
ま
れ
た
﹁
旧
上
海
県
城
﹂

内
に
移
動
し
た
。
翌
日
以
降
の
訪
問
に
備

え
て
、城
壁
の
一
部
が
残
存
す
る﹁
大
境
閣

古
城
壁
﹂、
晋
作
が
兵
衛
の
陳
汝
欽
と
親
し

く
筆
談
を
交
わ
し
た﹁
老
西
門
﹂、そ
し
て
、

孔
子
廟
の
あ
る﹁
上
海
文
廟
﹂の
場
所
確
認

の
後
、漸
く
懇
親
会
と
な
っ
た︵
萩
か
ら
持

参
し
た
宝
船
の
大
吟
醸
と
紹
興
酒
の
古

酒
、
孔
乙
己
酒
家
名
物
の
ソ
ラ
マ
メ
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
︶。
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福　永　隆　一（萩高 18回・昭 41卒）

上海文廟内にある「明倫堂」入口

大境閣古城壁と筆者

上　部：上海旧市街
中央部：黄浦江　中央・蘇州河の合流部に外白渡橋

左手に旧イギリス領事館跡
下　部：浦東新市街



﹁
混
沌
の
中
に
賑
わ
う
租
界
！

清
末
の
上
海
で
晋
作
が
見
た
も
の
は
？
﹂

晋
作
は
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
年
︶、
幕

船
の
﹁
千
歳
丸

せ
ん
ざ
い
ま
る

﹂
に
乗
船
、
幕
府
の
出
貿
易

︵
輸
出
︶
調
査
団
に
随
行
し
、
二
カ
月
間
上

海
に
滞
在
し
た
。
長
崎
か
ら
海
路
七
昼
夜
、

三
百
五
十
八
ト
ン
の
木
造
帆
船
に
、
諸
藩

参
加
者
を
含
め
た
日
本
人
五
十
一
名
︵
総

勢
六
十
七
名
︶が
乗
船
、季
節
は
西
暦
の
五

月
末
～
七
月
初
旬
、
現
地
の
不
衛
生
環
境

も
加
わ
っ
て
、
滞
在
中
三
名
の
病
没
者
を

出
す
ほ
ど
に
、
難
儀
な
旅
で
あ
っ
た
。

本
年
四
月
、萩
博
物
館
特
別
展﹃
高
杉
晋

作
の
決
意
・
明
治
維
新
へ
の
助
走
﹄で
、渡

航
日
記
﹃
遊ゆ
う
清し
ん
五ご

録ろ
く
﹄
が
公
開
さ
れ
た
。
清

の
末
期
、ア
ヘ
ン
戦
争
後
二
十
年
余
、太
平

天
国
の
乱
の
最
中
、
晋
作
が
上
海
で
見
た

も
の
は
？
 解
説
多
数
あ
る
が
、﹁
①
清
の
衰

退
は
国
策
の
誤
り
。
②
朱
子
学
で
は
戦
が

出
来
ぬ
。﹂、
結
論
は
こ
の
二
点
に
尽
き
る
。

中
華
思
想
を
根
っ
子
に
持
つ
朱
子
学
を

国
学
と
し
、異
文
化
を
蔑
視
し
、祖
法
と
身

分
制
度
に
拘
る
余
り
に
、
文
明
・
技
術
発

展
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
負

け
、五
港
の
開
港
を
迫
ら
れ
、関
税
自
主
権

を
奪
わ
れ
、居
留
地
治
外
法
権︵
租
界
の
設

定
︶
ま
で
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
清

末
の
上
海
、
そ
し
て
、
こ
の
中
で
、
あ
だ
花

の
よ
う
に
咲
く
租
界
の
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
た
で
あ
ろ
う
。
次
は
日
本
の
番
か
と
、

晋
作
の
危
機
感
は
想
像
に
余
り
あ
る
。
更

に
、
朱
子
学
の
聖
地
・
文
廟
に
駐
屯
す
る

米
国
人
傭
兵
隊
長
に
率
い
ら
れ
た
部
隊
の

訓
練
風
景
や
、
最
新
鋭
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン
グ
砲︵
施
条
後
装
式
十
二
ポ
ン
ド
砲
︶の

威
力
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
遊
清
五
録
に

ス
ケ
ッ
チ
ま
で
残
し
て
い
る
。
近
代
的
な

歩
兵
訓
練
と
、最
新
鋭
装
備
が
あ
れ
ば
、少

数
で
も
強
力
な
軍
隊
と
な
る
こ
と
、
即
ち
、

師
の
吉
田
松
陰
が
一
八
五
八
年
松
下
村
塾

に
お
い
て
﹃
西
洋
歩
兵
論
﹄
で
説
い
た
、
近

代
戦
に
お
け
る
歩
兵
の
用
兵
の
重
要
性
に
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上海龍馬会との懇親会（孔乙己酒家にて）

1860年代の上海地図
高杉晋作の上海報告（冨永 孝著／新人物往来社）

アメリカ租界

イギリス租界

フランス租界

延安東路（洋経浜の埋め立て跡）
左手が旧フランス租界・右手が旧イギリス租界

外灘（バンド）の風景
中山東路と延安東路（左手）の交差点付近



確
信
を
持
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
上
海

渡
航
体
験
こ
そ
が
、帰
国
翌
年︵
一
八
六
三

年
︶
の
奇
兵
隊
の
創
設
、
更
に
、
僅
か
八
十

人
の
決
起
に
始
ま
っ
た
後
の
功
山
寺
挙
兵

︵
一
八
六
五
年
一
月
︶
に
決
定
的
な
影
響
を

与
え
た
と
思
え
る
。ま
さ
か
の
時
は
、野
村

望
東
尼
や
日
柳
燕
石
を
頼
っ
て
、
尻
を
ま

く
っ
て
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
る
男
ゆ
え
、

挙
兵
は
勝
算
有
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。
晋
作
の
死
生
観
は
師
の
松
陰
が
獄
中

か
ら
彼
に
残
し
た
書
簡
か
ら
窺
え
る
﹁
死

し
て
不
朽
の
見
込
み
あ
ら
ば
い
つ
で
も
死

ぬ
べ
し
、
生
き
て
大
業
の
見
込
み
あ
ら
ば

い
つ
で
も
生
き
る
べ
し
。﹂

因
み
に
、
幕
末
の
長
州
藩
海
外
渡
航
者

の
中
で
、筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、晋
作
は

五
番
目
で
あ
る
。
何
れ
も
藩
士
の
子
弟
・

縁
者
で
あ
る
が
、一
番
・
山
縣
半
蔵︵
後
述

明
倫
館
学
頭
の
養
嗣
子
：
幕
船
で
蝦
夷
・

樺
太
視
察
︶、
二
番
・
北
条
源
蔵
︵
万
延
元

年
遣
米
使
節
団
参
加
、
訪
米
第
一
号
︶、
三

番
・
山
尾
庸
三︵
幕
船
で
沿
海
州
視
察
︶、四

番
・
杉
孫
七
郎
︵
晋
作
同
様
世
子
秘
書
役

経
験
者
、
周
布
政
之
助
の
甥
：
文
久
遣
欧

使
節
団
︶で
あ
る
。前
後
し
て
、桂
路
佑

か
つ
ら
み
ち
す
け︵
旧

姓
福
原
氏
︶
が
幕
船
で
黒
竜
江
方
面
を
視

察
し
た
と
あ
る
が
、
万
延
元
年
蕃
所
調
所

以
降
～
文
久
三
年
の
間
の
正
確
な
足
跡
が

筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

﹁
逆
説
の
長
州
史
・
重
建
明
倫
館
と

晋
作
が
見
限
っ
た
朱
子
学
﹂

①
朱
子
学

﹁
修
己
治
人
﹂
を
目
標
に
し
た
実
践
的
な

教
え
が
孔
子
の
儒
教
、
こ
れ
を
十
一
世
紀

に
、
宋
の
朱
熹
が
集
大
成
し
た
も
の
が
朱

子
学
で
あ
る
。朱
子
学
は
、身
分
秩
序
を
肯

定
し
、
礼
を
わ
き
ま
え
主
君
に
従
う
こ
と
、

祖
法
に
従
う
こ
と
を
説
き
、
封
建
社
会
を

支
え
た
学
問
と
言
わ
れ
る
が
、
徳
川
家
康

は
林
羅
山
を
登
用
し
、
朱
子
学
を
以
て
幕

府
の
体
制
維
持
を
図
ろ
う
と
し
た
。
羅
山

は
上
野
忍
岡
に
私
塾
を
開
設
し
、
孔
子
廟

を
建
設
し
た
。
関
が
原
の
戦
よ
り
九
十
年
、

幕
政
が
、
武
断
政
治
か
ら
文
治
に
転
換
し
、

安
定
期
に
差
し
掛
か
っ
た
元
禄
三
年
︵
一

六
九
〇
年
︶、
五
代
将
軍
綱
吉
は
孔
子
聖
廟

を
湯
島
に
移
転
︵
以
降
﹁
湯
島
聖
堂
﹂
と
呼

ば
れ
た
︶、
朱
子
学
を
幕
府
教
学
と
し
て
浸

透
を
図
っ
た
。

②
明
倫
館

享
保
三
年
︵
一
七
一
八
年
︶、
長
州
藩
五

代
藩
主
吉
元
は
城
中
三
の
丸
に
藩
校
開
学

を
決
意
し
、荻
生
徂
徠
の
高
弟
で
、そ
の
偉

才
を
謳
わ
れ
た
侍
講
の
山
縣
周
南
の
提
案

を
入
れ
、
孟
子
の
一
節
か
ら
こ
れ
を
明
倫

館
と
名
付
け
た
。
湯
島
聖
堂
に
学
び
朱
子

学
に
傾
倒
し
た
吉
元
は
、
減
封
・
改
易
が

横
行
し
た
時
代
背
景
も
あ
ろ
う
が
、
幕
府

の
意
向
に
添
う
が
ご
と
く
聖
堂
で
共
に
学

ん
だ
林
派
の
小
倉
尚
斎
を
初
代
学
頭
に
招

聘
し
、
為
に
藩
学
は
朱
子
学
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
開
学
当
初
よ
り
藩
校
明
倫
館
に
孔

子
を
祀
っ
た
の
は
こ
の
為
で
あ
る
。

③
長
州
藩
徂
徠
学

尚
斎
没
後
の
元
文
二
年
︵
一
七
三
六

年
︶、
明
倫
館
二
代
目
学
頭
に
就
任
し
た
周

南
は
、
藩
主
、
林
家
、
師
の
徂
徠
に
対
す
る

周
到
な
配
慮
・
根
回
し
を
以
て
、
藩
学
を
、

制
度
文
物
と
時
代
状
況
と
の
関
連
を
問
う

古
文
辞
学
、
即
ち
師
が
唱
え
た
徂
徠
学
に

転
じ
せ
し
め
た
。以
降
、幕
末
の
嘉
永
元
年

︵
一
八
四
八
年
︶
明
倫
館
再
興
に
備
え
た
教

学
大
綱
で
、﹁
諸
学
は
朱
子
学
を
主
と
し
て

…
﹂と
改
め
る
迄
の
間
、長
州
藩
は
周
南
の

発
展
さ
せ
た
所
謂﹁
長
州
藩
徂
徠
学
﹂を
藩

学
と
し
、
西
国
に
お
け
る
徂
徠
学
の
牙
城

と
さ
え
評
さ
れ
た
。
特
に
第
七
代
藩
主
重

就
治
下
、宝
暦
の
改
革
に
お
い
て
、こ
の
徂

徠
学
派
の
経
世
済
民
の
施
術
が
大
い
に
功

を
奏
し
た
。但
し
、こ
の
経
世
論
は
儒
者
が

政
治
を
論
ず
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

朱
子
学
の
立
場
︵
主
君
に
対
し
て
不
敬
・

不
忠
の
学
で
あ
る
と
主
張
︶と
異
な
る
も
の

を
内
包
し
た
と
の
指
摘
が
あ
り
、注
目
に
値

す
る︵
河
村
一
郎
・
長
州
藩
徂
徠
学
に
つ
い

て
・
史
都
萩
第
49
号
︶。

寛
政
二
年︵
一
七
九
〇
年
︶徳
川
時
代
が
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上海文廟（孔子廟）のレイアウト文廟内にある孔子像と大成殿



爛
熟
期
を
過
ぎ
る
頃
、
朱
子
学
衰
退
は
幕

府
権
威
の
衰
退
と
危
惧
し
た
老
中
・
松
平

定
信
は
、朱
子
学
以
外
の
学
問
禁
止
令︵
寛

政
異
学
の
禁
︶を
発
し
、湯
島
聖
堂
を
林
家

の
私
学
か
ら
幕
府
直
轄
の
昌
平
坂
学
問
所

に
改
め
、
朱
子
学
を
幕
府
の
正
学
・
登
用

試
験
科
目
と
し
た
。

④
朱
子
学
転
学
と
藩
政
改
革

学
問
所
に
お
け
る
異
学
の
禁
止
令
は
、

徐
々
に
諸
藩
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
長
州
藩

は
、
嘉
永
元
年
︵
一
八
四
八
年
︶
第
13
代
藩

主
慶よ
し
親ち
か
︵
筆
者
注
：
禁
門
の
変
後
に
敬た
か

親ち
か

︶

の
治
下
、よ
う
や
く
、藩
学
を
徂
徠
学
よ
り

朱
子
学
に
転
学
を
決
し
た
。

筆
者
に
は
、長
州
藩
の
決
断
は
、以
下
に

述
べ
る
意
味
か
ら
、
幕
府
の
思
惑
と
は
異

な
る
も
の
即
ち
、
学
問
︵
藩
学
︶
の
転
学
そ

の
も
の
が
目
的
で
は
な
く
、
転
学
は
手
段

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
保
の
大
飢
饉
を
機
に
藩
内
で
も
一
揆

が
勃
発
し
た
が
、﹁
大
塩
平
八
郎
の
乱
﹂
発

生
と
同
年
の
天
保
八
年
︵
一
八
三
七
年
︶、

第
13
代
藩
主
に
就
任
し
た
慶
親
の
喫
緊
の

課
題
は
、
実
質
破
綻
し
た
藩
財
政
の
改
革

と
、
こ
れ
に
対
応
出
来
る
人
材
育
成
で
あ

り
、こ
の
為
に
村
田
清
風
を
登
用
し
、清
風

は
文
武
の
奨
励
と
人
材
登
用
を
焦
眉
の
急

と
し
て
掲
げ
、﹁
毛
利
藩
の
天
保
の
改
革
﹂

に
乗
り
出
し
た
︵
天
保
年
間
ピ
ー
ク
時
の

藩
の
負
債
総
額
は
、
経
常
収
入
の
二
十
四

倍
に
達
し
た
／﹃
山
口
県
の
教
育
史︵
小
川

國
治
共
著
︶﹄。

改
革
の
目
指
し
た
も
の
は
、
藩
内
商
業

の
活
性
化
︵
越
荷
方
の
拡
充
他
︶、
内
外
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
洋
学
︵
洋
医
学
・

兵
学
︶の
振
興
、そ
し
て
明
倫
館
の
拡
充
で

あ
る
。
こ
れ
は
祖
法
を
守
れ
と
説
く
朱
子

学
の
発
想
か
ら
は
出
よ
う
も
な
い
も
の
。

長
州
藩
の
天
保
の
改
革
は
、
幕
府
が
行
っ

た
三
大
改
革
︵
享
保
・
寛
政
・
天
保
：
共

に
質
素
倹
約
・
米
の
増
産
が
主
、
謂
わ
ば
、

朱
子
学
に
侵
さ
れ
た
失
政
︶
と
は
似
て
非

な
る
も
の
で
、
筆
者
が
井
沢
元
彦
氏
に
倣

い
、﹁
逆
説
の
長
州
史
﹂
と
呼
ぶ
所
以
で
あ

る
。
周
南
の
唱
え
た
経
世
済
民
の
長
州
藩

徂
徠
学
は
、
異
学
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
状

況
下
に
お
い
て
も
面
目
を
施
し
、
脈
々
と

命
脈
を
保
つ
の
で
あ
る
。か
く
し
て
、弘
化

三
年︵
一
八
四
六
年
︶に
明
倫
館
運
営
費
を

藩
主
手
許
金
か
ら
捻
出
す
る
と
し
て
資
金

面
の
目
途
を
立
て
、
翌
年
に
工
事
が
江
向

の
地
で
着
工
さ
れ
た
。

長
年
徂
徠
学
を
奉
じ
た
藩
学
が
、
天
保

六
年︵
一
八
三
五
年
︶山
縣
太
華
の
学
頭
就

任
を
以
て
一
気
に
朱
子
学
に
転
じ
た
訳
で

は
な
い
。明
倫
館
再
建
に
あ
た
っ
て
、明
倫

館
再
興
方
と
し
て
学
頭
太
華
は
、
幕
府
の

異
学
禁
止
令
に
添
う
よ
う
に
と
上
申
書
を

提
出
し
、毛
利
藩
は
嘉
永
元
年︵
一
八
四
八

年
︶﹁
諸
学
は
朱
子
学
を
主
と
し
て
…
﹂
と

教
学
の
大
綱
を
定
め
、
よ
う
や
く
転
学
を

決
し
た︵
筆
者
要
約
：
小
川
國
治
著﹃
藩
校

明
倫
館
﹄
／
萩
も
の
が
た
り
vol46
よ
り
︶。

幕
政
に
衰
え
は
見
え
て
も
、
以
降
の
言
論

弾
圧﹁
蛮
社
の
獄
﹂の
如
く
幕
府
が
諸
圧
力

を
増
す
中
で
、
西
国
外
様
大
名
の
雄
が
城

中
三
の
丸
か
ら
藩
校
を
大
移
転
す
る
事
業

で
あ
る
。
幕
府
が
目
を
光
ら
せ
た
は
必
定

で
あ
ろ
う
。幕
府
と
事
を
構
え
ず
に
、百
十

余
年
に
渡
り
背
負
っ
た
徂
徠
学
を
脇
に
置

い
て
ま
で
も
、
藩
政
改
革
︵
人
材
育
成
︶
に

邁
進
す
る
為
の
決
断
で
あ
り
、
面
従
腹
背

こ
そ
が
唯
一
残
さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
。

⑤
削
り
取
ら
れ
た
碑
文
の
三
文
字

嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
年
︶、
明
倫
館
は

二
年
半
の
造
成
期
間
を
経
て
、
万
事
昌
平

黌
に
模
し
て
中
央
に
壮
大
な
孔
子
廟
を
戴

い
て
完
成
し
た
。こ
の
時
に
、時
代
を
象
徴

す
る
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。︵
幕
命
に

よ
り
、
朱
子
学
転
学
を
唯
々
諾
々
と
受
け

入
れ
た
と
、
不
満
を
持
っ
て
の
事
か
︶、
太

華
が
撰
文
し
た
碑
文
中
の
三
文
字
が
、
何

者
か
に
削
り
取
ら
れ
た
。
明
倫
学
舎
一
号

館
入
口
左
手
、
二
基
あ
る
石
碑
の
内
の
右

側
に
、
傷
付
い
た
﹁
重
建
明
倫
館
碑
﹂
が
あ

る︵
筆
者
注
：
中
国
語
で
、重
建
と
は
建
物

又
は
、
物
事
を
立
て
直
す
意
味
を
持
つ
︶。

幕
府
の
意
向
に
添
う
こ
と
は
、
藩
の
存
亡

に
係
わ
る
大
事
で
あ
る
。
朱
子
学
信
奉
者

な
れ
ば
こ
そ
学
頭
太
華
が
主
君
に
示
す
べ

き
忠
節
は
、一
旦
、藩
を
挙
げ
て
朱
子
学
に

染
ま
る
こ
と
。
転
学
の
進
言
を
す
る
か
ら

に
は
、
一
切
の
責
任
を
背
負
っ
て
実
施
す

る
し
か
あ
る
ま
い
。
こ
れ
が
学
頭
と
し
て

の
覚
悟
な
ら
ば
、
事
件
に
際
す
る
太
華
の

心
情
が
窺
い
知
れ
る
も
の
だ
が
、
如
何
で

あ
ろ
う
か
。と
も
あ
れ
、碑
文
の
削
ら
れ
た

痕
跡
は
、補
修
も
さ
れ
ず
に
、そ
の
ま
ま
に

現
存
す
る
。﹁
所
以
崇
奉
□
□
□
為
国
家
之

蕃
屏
也
﹂
の
欠
字
は
﹁
幕
命
而
﹂
の
三
文
字

で
、﹁
幕
命
を
崇
奉
し
て
国
家
の
蕃
屏
た
る

所
以
な
り
﹂
と
読
ま
れ
る
︵
田
中
誠
著
﹃
目

で
見
る
明
倫
館
﹄
／
史
都
萩
第
７
号
︶

余
談
な
が
ら
、筆
者
に
は
、太
華
が
山
本

周
五
郎
の
名
作﹃
樅
の
木
は
残
っ
た
﹄の
主

人
公
﹁
原
田
甲
斐
﹂
に
か
ぶ
っ
て
見
え
る
。

大
往
生
を
遂
げ
た
太
華
と
は
異
な
る
が
、

作
品
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
起
こ
っ
た
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﹁
伊
達
騒
動
﹂
を
題
材
に
し
て
、
従
来
極
悪

人
と
さ
れ
た
主
人
公
が
、
実
は
幕
府
の
取

り
潰
し
か
ら
藩
を
守
っ
た〝
忠
臣
〟と
描
か

れ
て
い
る
。

⑥
重
建
明
倫
館
の
実
態

元
来
、
朱
子
学
に
相
対
す
る
立
場
の
徂

徠
学
な
が
ら
、
嘉
永
年
間
を
通
じ
て
朱
子

学
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
過
程
で
は
、
万

端
昌
平
黌
に
模
す
る
も
、実
態
は﹁
徂
徠
古

文
辞
の
学
風
は
明
治
維
新
ま
で
潜
在
し

た
。そ
の
間
、学
派
の
党
争
は
あ
ま
り
見
ら

れ
ず
、
防
長
二
州
挙
国
一
致
の
教
学
体
制

が
窺
わ
れ
る
﹂
と
の
指
摘
︵
笠
井
助
治
著

﹃
近
世
藩
校
に
お
け
る
学
統
学
派
の
研

究
﹄︶
に
筆
者
は
注
目
す
る
。
同
じ
く
、﹃
萩

高
百
年
史
﹄序
章
に
お
い
て
も
、転
学
の
際

に
ほ
と
ん
ど
深
刻
な
内
部
対
立
・
抵
抗
が

な
く
、挙
藩
一
致
と
の
表
現
が
あ
る
。筆
者

に
は
、
時
を
追
っ
て
幕
府
と
の
緊
張
感
が

増
す
中
で
、
両
学
派
の
違
い
は
本
題
で
は

な
か
っ
た
と
思
え
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
慶
親
の
治
下
に
あ
っ

て
、既
述
の
如
く
、破
綻
し
た
藩
財
政
改
革

の
真
最
中
で
、﹁
時
勢
の
進
運
と
外
辺
警
備

の
必
要
に
照
ら
し
、重
建
を
期
に
、総
合
教

育
の
場
と
し
て
大
学
の
形
態
を
具
備
し

た
﹂
こ
と
、
即
ち
、
朱
子
学
の
体
裁
を
凝
ら

し
な
が
ら
も
﹁
洋
学
所
・
医
学
所
を
設
け
、

西
洋
の
科
学
技
術
・
医
学
を
講
習
し
、
兵

制
・
文
物
の
導
入
に
努
め
た
こ
と
﹂
で
あ

る
。明
倫
学
舎
に
お
い
て
は
、完
成
後
二
十

年
余
に
し
て
消
え
去
っ
た
幕
藩
体
制
の
象

徴
た
る
孔
子
廟
の
記
述
・
説
明
に
比
べ
、

こ
の
部
分
の
記
述
・
説
明
に
迫
力
を
欠
く

印
象
を
受
け
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
祖

法
と
身
分
制
度
に
拘
る
あ
ま
り
、
時
代
に

対
応
で
き
な
い
朱
子
学
世
界
か
ら
脱
出
を

図
ろ
う
と
努
力
す
る
姿
勢
、
他
藩
に
抜
き

ん
出
た
明
倫
館
の
先
進
性
こ
そ
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
萩
に

お
い
て
、
明
治
維
新
は
松
下
村
塾
の
専
売

品
で
は
な
い
。幕
末
期
、明
倫
館
を
頂
点
と

し
て
、
支
藩
・
郷
校
・
寺
子
屋
・
私
塾
を

含
み
藩
内
全
域
に
及
ぶ
人
材
育
成
の
為
の

教
育
体
制
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。

⑦
真
逆
の
効
果

寛
政
異
学
の
禁
は
、
長
州
藩
に
お
い
て

は
、
幕
府
の
意
図
と
真
逆
の
効
果
を
も
た

ら
し
た
。﹁
知
行
合
一
﹂
を
掲
げ
る
陽
明
学

を
奉
じ
て
、﹁
一
君
万
民
論
﹂
を
唱
え
る
松

下
村
塾
の
よ
う
な
私
塾
を
誕
生
せ
し
め
、

志
士
多
数
を
生
み
落
と
し
、
尊
王
思
想
を

沸
騰
さ
せ
、
討
幕
の
震
源
地
と
な
さ
し
め

た
。学
問
の
進
歩
を
止
め
た
挙
句
に
、時
勢

の
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。時
代
を
憂
う
る
者
が
、代
わ
っ
て
求
め

た
学
問
的
支
柱
が
陽
明
学
で
あ
っ
た
。
正

に
幕
末
こ
の
時
期
に
松
陰
に
学
ん
だ
晋
作

は
、
後
年
既
述
の
如
く
上
海
に
渡
航
し
、

﹁
清
の
衰
退
は
国
策
の
誤
り
、
朱
子
学
で
は

戦
が
出
来
ぬ
！
﹂
と
し
て
朱
子
学
を
見
限

っ
た
。幼
少
よ
り
明
倫
館
に
学
び
、後
に
孔

子
廟
の
世
話
役
・
廟
司
暫
役

び
�
う
じ
ぜ
ん
や
く

や
、
生
徒
代

表
の
都と

講こ
う

、
更
に
世
子
小
姓
役
︵
謂
わ
ば
、

次
期
社
長
秘
書
役
︶ま
で
務
め
る
男
を
、松

陰
の
も
と
に
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

再
度
余
談
と
な
る
が
、
前
出
の
海
外
渡

航
第
一
号
の
山
縣
半
蔵
は
、
太
華
の
養
嗣

子
な
が
ら
、
明
倫
館
で
兵
学
門
下
生
と
し

て
松
陰
に
学
び
、
四
境
戦
争
に
際
し
て
は

﹃
長
防
臣
民
合
議
書
﹄
を
起
草
し
、
二
州
の

一
致
団
結
を
促
し
、維
新
に
邁
進
し
た
。半

蔵
を
養
嗣
子
と
し
た
太
華
は
、
長
寿
を
全

う
し
て
慶
応
二
年︵
一
八
六
六
年
︶に
没
し

た
。い
ま
わ
の
際
に﹁
己
の
本
意
は
巷
間
伝

わ
る
処
に
あ
ら
ず
。
朱
子
学
転
学
と
明
倫

館
重
建
で
事
が
う
ま
く
運
ん
だ
︵
幕
府
の

疑
念
を
逸
ら
し
、
次
代
の
人
材
も
育
っ

た
︶。
こ
の
後
は
お
前
が
好
き
に
せ
い
！
﹂

と
言
い
残
し
、
半
蔵
を
朱
子
学
の
呪
縛
か

ら
解
き
放
っ
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
が
、

こ
れ
は
筆
者
の〝
予
断
〟と
ご
指
摘
を
受
け

よ
う
か
？﹁
太
華
、あ
る
い
は
明
倫
館
儒
学

が
動
揺
し
た
と
す
る
な
ら
、
極
論
で
は
あ

る
が
、
長
州
藩
は
討
幕
戦
争
を
ま
た
ず
に

く
ず
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︵
奈
良
本

辰
也
編
・﹃
日
本
の
藩
校
﹄︶﹂
と
記
述
し
た

高
野
澄
氏
と
こ
の
点
筆
者
の
思
い
は
同
じ

で
あ
る
。

﹁
そ
う
せ
い
公
、
愚
昧
公
、

毛
利
〝
フ
ァ
ー
ス
ト
〟
公
﹂

第
13
代
藩
主
に
は
種
々
様
々
の
評
価
が

あ
る
が
、
根
底
に
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る

彼
の
生
い
立
ち
と
、
家
督
相
続
に
係
わ
る

時
代
背
景
が
あ
っ
て
、
毛
利
家
存
続
を
第

一︵
フ
ァ
ー
ス
ト
︶と
し
た
で
あ
ろ
う
事
が

窺
わ
れ
る
。︵
好
む
好
ま
ざ
る
に
係
わ
ら

ず
︶な
り
ふ
り
構
わ
ず
に
、時
勢
を
得
た
部

下
の
進
言
を
容
れ
て
、
幕
末
の
人
と
時
代

空
間
︵
佐
幕
⇔
尊
王
・
倒
幕
、
航
海
遠
略

策
／
長
井
雅
樂
⇔
奉
勅
攘
夷
／
久
坂
玄

瑞
、
坪
井
九
右
衛
門
・
椋
梨
藤
太
⇔
村
田

清
風
・
周
布
政
之
助
︶
を
彷
徨
す
る
が
如

く
に
映
る
の
は
こ
の
為
と
理
解
し
た
い
。

筆
者
は
、
所
謂
﹁
司
馬
史
観
﹂
に
与
す
る
も

の
で
は
無
い
。
敬
親
の
功
績
は
、
謂
わ
ば
、

重
建
し
た
藩
校
明
倫
館
に
お
い
て
、
太
華

が
見
事
に
施
し
た
中
華
風
の
偽
装
に
衆
目

を
集
め
さ
せ
る
一
方
で
、
館
内
大
鍋
に
西

洋
風
味
の
効
い
た
具
沢
山
の
長
州
煮
込
み

を
仕
込
ま
せ
て
、
次
代
を
担
う
若
者
に
滋

養
を
与
え
な
が
ら
、
幕
末
の
荒
波
を
乗
り

切
っ
た
こ
と
。最
大
の
功
績
は
、幕
命
に
添

う
よ
う
に
し
て
藩
校
で
は
朱
子
学
を
奉
り

な
が
ら
も
、
異
学
の
最
た
る
陽
明
学
を
信

奉
す
る
松
陰
及
び
松
下
村
塾
の
存
在
を
許

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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﹁
儒
学︵
朱
子
学
︶批
判
の
系
譜
﹂

儒
学
批
判
は
、
古
く
は
秦
の
始
皇
帝
時

代
、
法
治
国
家
を
め
ざ
す
法
家
思
想
と
、

忠
・
孝
を
以
て
政
事
を
行
お
う
と
す
る
儒

学
の
尚
古
思
想
が
相
容
れ
ず
、﹁
焚ふ
ん

書し
�

坑こ
う

儒じ
�

﹂
と
呼
ば
れ
る
儒
家
弾
圧
事
件
が
起
こ

っ
た
。
江
戸
時
代
︵
五
代
将
軍
綱
吉
の
治

世
︶、
興
味
深
い
事
件
が
発
生
し
た
。
赤
穂

浪
士
の
処
分
に
際
し
て
は
、
忠
義
を
前
面

に
主
張
す
る
林
家
︵
朱
子
学
︶
と
、
法
治
を

主
張
す
る
荻
生
徂
徠
︵
徂
徠
学
︶
が
対
立

し
、
綱
吉
は
朱
子
学
的
な
対
応
を
あ
え
て

排
し
た
。
陽
明
学
は
明
代
の
王
陽
明
が
朱

子
学
を
否
定
し
、
自
ら
の
責
任
で
行
動
す

る
自
由
を
謳
う
﹁
主
知
主
義
・
知
行
合
一
﹂

を
唱
え
た
も
の
で
、
江
戸
初
期
に
中
江
藤

樹
が
こ
れ
を
説
い
た
も
の
を
日
本
陽
明
学

と
呼
ぶ
。
松
陰
は
、
著
作
﹃
講こ
う
孟も
う
箚さ
っ
記き

﹄
を

め
ぐ
る
太
華
と
の
大
論
争
で
朱
子
学
批
判

を
展
開
す
る
と
共
に
、
獄
中
か
ら
晋
作
宛

書
簡
の
中
で﹁
李
氏
焚
書
の
功
多
し
﹂と
評

し
、
朱
子
学
を
激
烈
に
批
判
し
て
後
に
禁

書
と
さ
れ
た
明
の
陽
明
学
者
・
李
卓
吾
の

著
作
﹃
焚
書
﹄
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
明

治
期
、
福
沢
諭
吉
は
、﹃
福
翁
自
伝
﹄
に
お

い
て﹁
門
閥
政
治
は
親
の
敵か
た
きで
ご
ざ
る
﹂と

評
し
、佐
賀
出
身
の
大
隈
重
信
は﹃
葉
隠
れ

︵
山
本
朝
常
著
／
江
戸
中
期
の
佐
賀
藩
朱

子
学
者
︶﹄
を
評
し
、﹁
奇
異
な
る
も
の
﹂
と

批
判
し
た
。

﹁
維
新
の
精
神
vs
孔
子
廟
﹂

祖
法
・
身
分
制
度
に
拘
る
朱
子
学
的
な

政
治
︵
幕
政
︶
を
否
定
し
、
近
代
国
家
の
樹

立
を
目
指
し
た
の
が
維
新
の
精
神
で
あ
ろ

う
。
 歴
史
の
反
面
教
材
と
し
て
孔
子
廟
を

論
ず
る
こ
と
は
良
と
す
る
が
、
徳
川
幕
府

が
体
制
維
持
の
手
段︵
象
徴
︶と
し
た
孔
子

廟
を
、
討
幕
し
て
維
新
を
成
し
遂
げ
た
本

家
本
元
・
萩
の
明
倫
館
の
地
に
、
維
新
百

五
十
年
記
念
の
中
核
事
業
と
し
て
、
わ
ざ

わ
ざ
再
移
設
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
維

新
の
精
神
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

戊
辰
戦
争
を
戦
い
九
段
に
眠
る
先
達
に
は

如
何
に
映
る
だ
ろ
う
か
。し
か
も
、孔
子
廟

は
明
倫
館
重
建
の
際
に
、
手
段
と
し
て
用

を
足
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
重
建
の
真
の

目
的
は
、
洋
学
を
含
む
総
合
教
育
施
設
の

拡
充
を
通
じ
て
、
時
代
に
対
応
す
る
人
材

育
成
に
あ
っ
た
と
す
る
か
ら
に
は
、
殊
更

に
違
和
感
を
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。

因
み
に
、
再
移
設
対
象
物
件
は
、
藩
校
明

倫
館
百
五
十
年
の
歴
史
で
は
、明
治
維
新
に

至
る
僅
か
二
十
余
年
間
だ
け
に
存
在
し
た

建
物
で
あ
り
、維
新
後
は
無
用
と
し
て
市
内

別
処
に
移
設
さ
れ
、以
来
百
四
十
余
年
に
渡

り
別
途
有
為
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。﹃
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
﹄
と
言
う
か
ら
に
は
、
今

在
る
ま
ま
が
居
心
地
宜
し
か
ろ
う
。

﹁
消
え
て
は
頭
を
も
た
げ
る

や
ね
こ
い
外
来
二
種
﹂

井
沢
元
彦
氏
の﹃
逆
説
の
日
本
史
﹄風
の

解
説
手
法
を
借
用
す
れ
ば
、
明
治
維
新
は
、

錦
の
御
旗
を
打
ち
立
て
、
体
制
︵
主
権
者
︶

を
、
覇
者
︵
徳
川
幕
府
︶
か
ら
王
者
︵
天
皇
︶

に
す
げ
変
え
て
近
代
国
家
を
目
指
し
た
も

の
で
、中
味
は
王
政
復
古
で
あ
っ
た
。時
代

が
移
り
、
大
戦
を
期
に
主
権
者
が
変
わ
っ

て
国
民
主
権
の
国
が
誕
生
し
た
︵
敗
戦
は

極
め
て
不
幸
で
、
大
き
な
犠
牲
を
伴
っ
た

が
、
代
わ
っ
て
民
主
主
義
の
至
宝
を
手
に

し
た
︶。
然
し
、
明
治
維
新
か
ら
現
在
に
い

た
る
ま
で
も
、朱
子
学
的
な
も
の
は
、絶
え

ず
機
会
を
窺
い
、
教
育
勅
語
や
道
徳
教
育

の
姿
を
借
り
る
な
ど
し
て
、
出
番
を
覗
っ

て
い
る
。家
康
な
ら
ず
と
も
、時
の
為
政
者

か
ら
す
れ
ば
、
す
こ
ぶ
る
使
い
出
の
あ
る

シ
ロ
モ
ノ
で
あ
る
。同
様
に
、陽
明
学
も
解

釈
と
対
応
を
誤
る
と
極
め
て
危
険
と
承
知

し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
幕
末
期
に
横

行
し
た
天
誅
・
暗
殺
、
或
い
は
テ
ロ
等
を

招
き
か
ね
な
い
側
面
が
あ
る
。﹁
偏
狭
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
、
死
生
を
逸
脱

し
た
心
情
と
行
動
﹂
が
結
び
つ
い
て
発
生

し
た
事
例
多
数
を
歴
史
が
示
し
て
い
る
。

手
に
し
た
至
宝
を
守
る
に
は
、
絶
え
ず
目

を
凝
ら
す
こ
と
か
。
来
年
は
明
治
維
新
百

五
十
年
・
明
倫
館
創
設
三
百
年
の
節
目
の

年
、目
出
度
く
は
あ
る
が
、浮
か
れ
て
ば
か

り
は
お
れ
ま
い
。

﹁
終
わ
り
に
﹂

上
海
か
ら
帰
国
後
に
、
国
立
新
美
術
館

︵
東
京
六
本
木
︶
の
﹃
ミ
ュ
シ
ャ
展
﹄
を
訪

問
し
、﹃
ス
ラ
ブ
叙
事
詩
﹄
を
観
て
感
動
し

た
。
パ
リ
で
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
旗
手
と

し
て
の
大
成
功
に
飽
き
足
ら
ず
、
故
郷
チ

ェ
コ
に
帰
国
、
ス
ラ
ブ
民
族
の
歴
史
を
連

作
二
十
点
に
描
き
上
げ
た
画
家
の
渾
身
の

傑
作
で
あ
る
。第
二
次
大
戦
が
勃
発
し
、ナ

チ
ス
の
チ
ェ
コ
侵
攻
に
伴
い
逮
捕
さ
れ
、

こ
れ
が
も
と
で
病
死
し
た
チ
ェ
コ
人
画
家

で
あ
る
が
、
会
場
に
紹
介
さ
れ
た
彼
の
言

葉
を
お
伝
え
し
た
い
。﹁
い
か
な
る
国
の
未

来
も
、
そ
の
国
が
歩
ん
で
き
た
過
去
の
歴

史
を
知
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
﹂、
と
。

︵
山
口
日
米
協
会
理
事
︶

― 25 ―

上海文廟（孔子廟）内の明倫堂と筆者


